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その重要性を認識し，近代生物学的手法により藻類の遺伝の研究を最初に行なった学

者はパッシャー(A.PASCHER)であるという。緑藻クラミドモナスを用いてた彼の研究

の成果は1916年に予報として出され，次いで詳しい本論文は1918年に出版された。パッ

シャーはまた若干の予備的研究結果とともに，緑藻サヤミドロが遺伝の研究に好適な材

料であることを述べた論文も同年に出している。 スクリプス海洋研究所教授の LEWJN

博士の編集により今回出版された「藻類の遺伝学」には，付章としてこれらの記念すべ

きパッシャーの論文(独語)が英文に訳されて掲載されている。また他の付章には，

1930-1940年代に著書々しい脚光を浴びて登場したメーヴス (F.MOEWUS)のクラミドモ

ナスなどの性決定物質や遺伝に関する一連の研究結果が，戦後退試実験を行なったアメ

リカのいずれの学者逮によっても殆んど再現することができなかったという，いわばこ

の学問分野の研究の裏面史的性格をもった内容も盛られていて興味をそそる。さて， 13 

章からなる本文はどうかというと，ここには最近急速に発展を見た藻類の週伝学がそれ

ぞれの分野の第一線の研究者により総説的に記述されている。 内容は藍藻の mutants

を用いての遺伝子交換，緑藻クラミドモナスの鞭毛，細胞壁，葉緑体の遺伝などから，

ボルポクス類，接合潔類，アオサ，カサノリ，シヤジクモなどのメンデル性遺伝学にま

で及ぶ。最近，流行語の一つに「藻類の生物学的穏の認識へのアプローチ」などがある

が，その方面に興味を持たれる方には本舎の後半部はよいガイドの役を果してくれる。
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